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しているミヤママタタビを異なる溶媒で抽出し、その抽出物の抗糖尿病活性についての in vitro 及び in vivo
における検討および抗糖尿病の機能性食品素材の開発である。 
近年、糖尿病は遺伝、高齢化、肥満、過食、運動不足、ストレスや飲酒などにより急速に増加している。












50%阻害濃度は、それぞれ 0.94mg/mL と 1.08mg/mL であり、ミヤママタタビの根の熱水抽出物のα− グルコ
シダーゼ阻害活性は、糖尿病治療薬であるアカルボースよりも強かった。また、ラット小腸由来のマルター
ゼに対する、ミヤママタタビ根の抽出物 8 と抽出物 11 の IC50 は、それぞれ 4.96mg/mL と 3.34mg/mLであり、
既に報告されたモリンガ葉抽出物（IC50>5 mg/mL）よりも高いマルターゼ阻害活性を示した。さらに、ラッ
ト小腸由来のスクラーゼに対する、ミヤママタタビの根の抽出物 8 と抽出物 11 の IC50 は、それぞれ






し、その血糖上昇抑制作用について、in vivo 試験をした。その結果、正常ラットにマルトースを投与した 30
分後と 60 分後では、コントロールと比較して、ミヤママタタビの根の 70%エタノール抽出物投与群の血糖
値が有意に低下した（p<0.05）。また、マルトース負荷後 0 分から 120 分までの血糖値曲線下面積も約 10%
まで有意に減少した（p<0.05）。そして、正常ラットにスクロースを投与した 30 分後では、コントロールと
比較して、ミヤママタタビの根の 70%エタノール抽出物投与群の血糖値は有意に低下した（p<0.05）。さら
に、スクロース負荷後 0 分から 120 分までの血糖値曲線下面積も約 10%まで有意に減少したが、統計的に有




























平成 26年 1月 27日、学位審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
